
A5 システム評価 シンポジウム報告

矢 島 敬 二  (日 本科学技術研修所 )

1。 シンポ ジウムにおけ る報告 の題 目

1972年 の第 13回 プログラミング・シンポジウムで夏のシンポジウムとしてシステムの評価をとりあげることが

決まり ,東京大学の石田晴久氏と私とが幹事としてお世話をする
。
ことになった.

システムの評価については ,前々から学会誌 “情報処理 "で も特集号をつくることになってお り ,大会での発表 もふ

えてきたようて ,国外でもたとえばアメリカのACMには Special lnfevest Committee on Measurement and

Evalationが 今年新設され , 各種の研究が盛んに行なわれるようになっている.したがって ,こ のシンポジウムは今

後の研究の方向づけを果す うえで多 くの役割をもつものと期待されたのである.

シンポジウムは下記のとお りに開催された.

0と き 1972年 7月 6日 12時 -7月 8日 13時

0と ころ 神奈川県茅ケ崎市緑ケ浜 12-1湘南チサンホテル

0参加者 計 32名

夏のシンポジウムの基本方針に従って ,こ のシンポジウムでも人数を30人程度とし ,な んらかの意味で評価の実践

に関連している方々を中心に会合を考えてみた.この内容については報告集にゆず って ,こ こては報告集に整理された

論文の題目と著者とをまず紹介しておこう。

A総  論

1.計算機 システム評価の展望

萩 原   宏

2.計算機の機能と処理量

高 橋   理

B CPUの 評価

3.CPU評 価法

井 上 頼 昭 (吉 田 秀 喜 )

4.

5。

ジョブ処理効率調査について

近  藤 郎

Accoun ting I nf ormat ion VC2 t/^(

米 田 英

6。 ユーザの立場からみた評価と統計的方法

磯 田 和 男

石 月1 利 弘
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7.S/360の 効率向上の実施例



C OSの評価

8. CONTEST方式を中心 とした OSの性能測定

亀田 寿夫

9. マルチプログラミングOSの評価

小田一 薄

D プロセ ッサ ーの評価

10. FORT RAN処理系のオプティミゼイ ショ ンの評価

恒川純吉（杉本義雄）

11.スバイ プログラム

牛島和夫

E モニクリング

12.ハードウェアモニクによる・ンステム測定

箱崎勝也

13. System Tuning Procedure 

室 信治

14.効率のよい使い方の工夫

三浦大亮 ，橋本茂司

15:ソフ トウェアによる運用効率測定の実例

松本俊夫

16. OSの動作観測お よび効率測定

北 JII

l 7. クイムツェアリング・ンステ ムの ソフ トウェア モニクによる動作解析

松本青樹

F リアルクイ ム・ンス テムの評価

18. ンステム設計および実施における評価の例

大野 豊

19. リアルクイム・ンステ ムの性能評価

ー 浦亮一

20.遠隔呼出し・ンステム の傍聴

川合英俊

21. ．ンステ ムの処理能力の評価について

平塚清士 （藤井友位 ，河津誠一）

G ．ンミ ュレ ー・ンョンな どに よる評価

22. GPSSによるアド レス発生 とキャ ッツ ュメモリの・ンミュレ ーツョン実験

飯 塚 肇 ，照井武彦

23.計算機・ンステ ムの・ン ミュレー ツョン評価について

久保秀士
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24.シ ステム評価のためのシミュレーション

山本喜一 ,大野義夫 ,土居範久 ,原田賢一

25。 OSの ネットワータ表現による解析

高橋延匡 (小松昭男 ,本林 繁 )

26.ペ ージングシステム向きのプログラム再構成の方式

益 田 隆 司

H ま と め

27.総合討論のまとめ

矢 島 敬 二

著者のうち ,本 シンポジウムに出席されなかった方にはカソコをつけておいた・

また ,報告および討論はあったが ,いろいろな事情から報告集に掲載しなかったものとしては ,次のものがある.

(1)安 楽 省 吾 (現代技研 )コ ンピュータのカメログについて

{2)′」ヽ 林 功 武 (日 本ユニパッタ総研 )A Set Theoretical Approach to Data Base Evaluation

{3)長谷部 紀 元 (東京大学 )機 種選択の仕方

2.総合討論のま とめ と報告 の概要

第 3日 め ,す なわち最後の日の終 りに 1時間をとり ,全員が参加 してシンポジウムのまとめのための討論を行なった

この記録は報告集に掲載してあるので御参照願いたいが ,こ こではシンポジウムの開催地茅夕崎にちなむ ,い わば“茅

ケ崎アピール "を紹介しておきたい・

これは賛否の採択などとい う手続 きをへたものではないが全体の気分を勘案してとりまとめた標語てある.

システム評価シンポジウムアビール

11)デ ータのとりかたを標準化しよう。

(2)評価のフィードバッタを実行しよう・

{3)評価の研究的意義を認識させよう・

さらに具体的な申し合せ事項としては次の 2項があった .

{1)来年のたなばた7月 7日 にまたシステムの評価のことで会えるようにしよう.

12)情報処理学会のなかにシステム評価の研究会をつくることを提案しよう・

さて ,上記の標語についての考え方は簡潔にではあるが報告集に記載 してある。それをさらに簡略に紹介しておけば ,

まずデータのとりかたの標準化というのは ,デ ータの比較のために必要欠 くべからざる要求である.あ る種のシステム

では ,こ れこれのデータは計測不能というのでは困るし ,ま た ,こ のシステムでは同じ定義の内容の計測値は得 られな

いというのも困るのである.

一般にシステムが巨大化するとき ,どの程度のパラメータをもってシステムの行動を記述し,る かについては ,その

種の問題の理論的骨格 も定かではないように思われるが ,長期間にわたる理論の建設 もさることながら ,現実のシステ

ムの解析が火急の問題として提起されているという事実を忘れてはならないのである.

12つ 評価のフィードバ ッタを実行しよう ,についてはとくに説明を要するものとは思われないが ,一般に単なる観測
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のみで終ることは無意味であって，現実の・ンステムを肯定することをも含めた意味での ，なんらかの対象への働きかけ

が必要なのである．

(3)の評価の研究的意義を認識させよ う，については説明の要はあるま い．

以上で総合討論のまとめを終り ，続いて各報告について ，ほんの一言ずつ紹介を試みておく．

まず， 全体の展望は京都大学の萩原宏氏侭お願いし ，これが総論の部に収めてある ．ここに，評価の 目的 ，評価項目，

評価方法が概括され ている．報告集も，この報告にあるよ うな方法の分類に従うと論理的にす っきり するか もしれない

が，報告の並ぺ方はそれほ どきれい代はいかなかった．同報告での評価方法の分類は11)カクログデ ークによ るも の， （21

テス トプログ ラム によるもの ，（3）モデルの利用匠よるも の ，（4）モニクリングによるもの， 以上である．

さて，評価項 目としてなかなか扱いがたいものがある ．たとえば ，．ンステムの投作性とか運用性といった ものである．

これは東北大学の高橋理氏の報告中に提案されているものである．同氏はこの十数年の間に三つの ツを経過していると

いう．それは計算機をつかう立場，．ンステムを2くる立場， 2るしあげられる立場であ る．つるしあげられ ，つるしあ

げる立場を理論的に整理するのは評価の理論の確立をおいてほか侭はない．

第 2のグJレープは CPUの評価を扱う ・まず富士通井上頼昭氏は CPU評価法としてモデル・ジョプ ， インス トラク

ション ・ミックス ，サ ンプル・ プログ ラム，ハンド ・コンバイリングの手法をとりあげ解析を試みている．次の名古屋

大学の近藤一郎氏の報告は名古屋大学計算センク ー開設時における機種選定のさいの経験をもとに評価の検討を試みた

ものであり ，東京芝浦電気の米田英一氏の提案は，日常的な副産物であ るアカ ウンティング情報から，マク ロな測定値

を求めこれを積極的侭利用しようというものである ．原子力研究所の磯田和男氏は数多くのジョプを計算機に投入し，

応答変数と して所要時間を とり回帰分析を試み，．ンステムの解析を巨視的に行な っている．東亜燃科工業の石川利弘氏

は I.BMO)システム 36 0で入出力の点で限界にあったジョプを中心に 50％の処理時間減少を成功させた実施例を紹

介した．

第 3のグル ープはオベレ ーティング・・ンステムの評価に関するもので，電気通信大学の亀田寿夫氏は OSの性能を評

価す るためVCSTOP END JOBを利用 しまた入出カテス ト用のプログラ ムを生成するプ ログラムを使って IOCS

の諸特性の解析を紹介した 東京芝浦電気の小田一博氏は 5種類の計算機をとりあげ ，そのマルチ・プログラミング・

システムの OSKついてアカウント情報や標準問題を利用して性能測定を行なった事例を報告した．

第 4のグル ープはプロ セッサーの評価を扱い， 日本科学技術研修所の恒川純吉氏は 6種類の FORTRAN処理系につ

いて，テスト用の プログラム ・ジェネレ＿クを利用して最適化の評価を紹介した．九州大学の牛島和夫氏は計算機利用者

がマニュアルな どの公式資料を通しては知ることのできない必要な情報を得るためのプ ログラム，名づけてスパイプロ

グラムについて報告した．

第 5のグJレープはモニクリングに関するもので， まず日本電気の箱崎勝也氏は ソフ トウェアモニク的な色彩をもつハ

ードウェアモニクを提唱し実例を紹介した．日本ユニバックの室信治氏はCOMRES社で開発されたハ ードウェアモ

ニクであ るDYNAP ROBEの実験例を報告 した 東レの三浦大亮 ，橋本茂司の両氏は IBMのシステム 360-50

Hにおけるプログラム用言語の選択， JOB処理の測定と分析，機器の稼動についての測定と分析を紹介した．東京ツ

ステム技研の松本俊夫氏はBool& Babbage社のソフトウェアモニク SMSを紹介した 京都大学の北川ー氏は OS

の非定常な動き，制御プ ログラムのひきおこすオ ーバーヘッドなどをつかむこ とのでき るソフ トウェ アモニクPMSに

ついて述ぺた．情報処理開発センク ーの松本青樹氏はFACOM230/60のクイムシェアリング・ンステムをゾフ トウェ

アモニク によって動作解析した事例を報告した

続く第 6のグル ープはリアルクイム・ンステムの評価と関連するもので，京都大学の大野豊氏は・ンステムの設計および
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実施における評価の実務上の諸問題と実例を示した・ 富士通の三浦亮一氏は ,FACM230-60の 実測値を中心に リア

ルタイムシステムの評価の基本的な考え方を説明した.電子技術総合研究所の川合英俊氏はTSSな どの遠隔呼出しシ

ステムの評価における“透明な傍聴人 "の概念を提唱した。日本電信電話公社の平塚清士氏は ,シ ステムの処理能力に

注目して測定方法を確立すべきことを述べ ,その測定結果を紹介した.

第 7の グループはシミュレーションを中心とする手法を中心に評価を扱 うもので ,ま ず電子技術総合研究所の飯塚肇

氏および岩手大学の照井武彦氏はGPSSを 用いたシミュレーションによるキャッシュメモリの解析を紹介した。 日本

電気の久保秀士氏は同氏らの開発 したPACSSを 中心にシミュレーション言語の比較検討を試みて報告した。慶応義

塾大学の山本喜一氏はSIMSC RIPTを 用いて行なった機種選定のためのシミュレーションを報告した。日立中央研

究所の高橋延匡氏はOSの動作解析のための手法として ,静的なもの ,動的なもの ,確率的なものを検討 し報告した.

また ,同 じく日立中央研究所の益田隆司氏 もTSSの システム解析のための道具の検討を報告した.

3.若 干 の 私 見

機械の歴史においては ,幼年期 ,少年期に追求されるのは可能性であろう.それにたいし青年期 ,老年期には効率が

問題とされる.電子計算機 も老年期にはいっているのかもしれない・ つまり,あ る技術的な可能性に目がむけられ ,高

い評価が与えられるという時代を終 り ,その可能性の認識が一般化し ,定着したということでもある。

違 う見方をすれば ,電子計算機にたいする評価が ,単能機械にたいしての観点ては十分でな くなったというふ うにも

考えられる。つまり ,万能計算機 としての評価をしなければならな くなったのてある.

そ ういう万能機械の代表というのは ,機械 ということばにとらわれなければ人間なのであろうが ,人間にたいする評

価とい うのはながい歴史のなかて定着しつつあるともいえるし ,定かになっていないともみえる.少な くとも ,国民教

育の段階では世界的な理念のなかに一定の思想を発見しうるであろう.し かし ,こ のような評価の内容も歴史的な産物

ということができよう・ たとえば ,現在の段階では文武両道をきわめることが理想であろうけれども ,氷河時代には人

類に要求されたのは耐寒能力だけであり,そのことだけに単能的な評価が与えられたのかもしれない。また ,近い将来

には回収できない水溶性 プラスティッタスが世に満ち満ちて ,こ れに耐え うる人間が高 く評価されることになるかもしれ

ないのである.

つまりは価値観も歴史的に大 きく動いているとい うことである.そ ういう背景を心えた上で考えてみると ,老年期に

足をふみ入れてしまい ,効率を問題にするようになったとはいうものの ,た とえば現在の段階における造船業や自動車

産業よりはまたまだ自由度は残 っているという気がする.

それは蒸気機関の効率におけるカルノー機関というような大モデル ,大原理をわれわれはもっていないからである.

現状においてCPUは システムが稼動 している時間の 30%程 度しか働いていないであろうが ,そ の程度のところが限

度であるという大原理は発見されていない・ そのことはまたわれわれを勇気づけるのであって ,効率はもっともっと高

められるのかもしれないのである.

老年期 ということばを使うことを他の面から理由づけるとすると ,次のような本が手 もとに見出だせるからである.

Wo Freiberger(ed。 ),Stafistical Computer Performance Evaluation,Academic Press,1972。

いったいに諸技術が老年期になると統計的手法が顔を出す。いろいろな機械についての ,い ろいろな測定値がひとから

げにされて統計的手法で取 り扱われれば ,だいたいにその分野の工学 というのは終末段階ではないのてあろうか .

システム評 価 の 必要 性はいろいろな面から論ずることができるけれども ,よ くいわれることは ,効率改善のための

直観が神通力を失なったということである。そのような状況のもとて統計学は有効性をもちうるのだからブラック・ボ
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ッタスとしてのコンピュータ 0シ ステムに統計分析を試みることに難 くせをつけようということではない・ システム評

価を必要とする計算機科学の大局的な動きをつかんでお きたい ,と いうことだけである.

次にふれてお きたいことは ,シ ステム評価というときにメーカー,ユ ーザーという立場がどう関係するかという問題

である.システム評価のシンポジウムもこの 2つ の立場を無視して開かれてはいないけれども ,こ れは本質的に矛盾す

る立場ではないてあろう。一定の計算機 システムは ,一定の歴史的条件のもとで生まれるから ,存在する機械に矛盾が

ないとは思わないし ,無葛藤であるとは思わないが ,そ こを故意に大きく見ると計算機科学は成 り立たないのではない

か .

話はとりとめもないけれども,シ ステム評価のありようについて考えてみると ,測定論 ,尺度論という2分野があり ,

そしてそれらを運用した予測が生まれ ,現実との対決となるのではないかと思 う.

ここでいう測定論というのは ,ハ ードウェア 0モ ニター ,ソ フト・ウェアモニメーを利用する測定であり ,いかなる

測度をとればよいかの議論てある.ま た尺度論はそのような測定値の上で ,あ るいは測定値からの加エデータの上で ,

どんな評価法がよいかの議論である。

評価法が幼年期にあるときにはパラメータがひしょうに多くなる.こ れが ,省略され ,わずかなパラメータで使用者

の満足をうるようになる ,こ のときに評価法の歴史は幕を閉じるのではないだろうか .

計算機システムはきわめて複雑なものとな り,む しろ社会科学の対象とするシステムとの共通面も大きくなっている

ょうである。消極的にみれば ,社会科学のなかてのいろいろな概念 ,手法を利用 してみてもよいし ,強気でゆくなら計

算機システムの評価て有効な方法を社会システムにも適用 してゆけばよい・

いずれにしても ,シ ステム評価は今後道を開き ,ふ み固めてゆ くべき分野てある.関心ある諸氏の意見がこのシンポ

ジウムを機会に反映されることを望んでやまない・
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本 PDF ファイルは 1965 年発行の「第 6 回プログラミング―シンポジウム報告集」をス
キャンし、項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。
この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web

サイトの https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログ
ラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないま
した。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会
に帰属することになっています。
プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、こ
の改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場
(=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されてい
ないものが少からずありました。
プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、そ
れ以前の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去
のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出
して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をし
たうえで、著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたい
と思います。その後、著作権者が発見され、情報学広場への掲載の継続に同意が得られな
かった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。
この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長
(tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。
加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますよう
お願い申し上げます。
期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会
情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


